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頑張る少年消防クラブ員

藤本　岩義　議員
ふじ もと いわ よし

　
　
３
・
１１
東
日
本
大
震
災
の
津

波
に
お
い
て
、
小
中
学
生
の
生
存

率
が
９９
・
８
％
で
「
釜
石
奇
跡
」

と
呼
ば
れ
、
防
災
教
育
の
見
本
と

な
っ
て
い
る
釜
石
市
の
「
想
定
に

と
ら
わ
れ
る
な
、
最
善
を
尽
く
せ
、

率
先
避
難
者
た
れ
」
を
避
難
三
原

則
に
し
て
い
る
「
津
波
防
災
教
育

の
た
め
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、

県
の
補
助
も
受
け
て
防
災
教
育
を

行
う
考
え
は
あ
る
か
。
子
ど
も
を

守
る
こ
と
で
地
域
を
守
る
、
す
べ

て
の
教
育
は
命
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
防
災
訓
練
と
併
せ
て
教
育
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
参
考
に
し
て
い

く
。
来
年
度
モ
デ
ル
事
業
に
も
応

募
し
、
津
波
防
災
教
育
の
推
進
に

努
め
て
い
く
。

　
　
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
Ｈ
２７
年
度
ま
で
に
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
周
波
数
が
高
く
な
る

と
今
以
上
に
不
感
地
帯
が
多
く
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
解
消
に

中
継
局
等
を
考
え
て
い
る
か
。

　
不
感
地
帯
解
消
に
つ
い
て
は
、

現
在
伝
搬
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
中
継
局
等
の

予
算
化
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
大
雨
や
地
震
で
山
間
部
の
通

信
が
遮
断
さ
れ
た
と
き
、
威
力
を

発
揮
す
る
衛
星
携
帯
電
話
の
配
備

計
画
は
。

　
国
の
三
次
補
正
を
活
用
し
本
年

度
１２
台
を
追
加
購
入
、
両
庁
舎
、

消
防
署
を
含
め
、
鈴
、
拳
ノ
川
、

熊
野
浦
、
伊
与
喜
、
佐
賀
地
区
、

鞭
、
蜷
川
、
上
川
口
、
奥
湊
川
、

加
持
川
、
馬
荷
、
上
田
の
口
、
南

部
地
区
の
１６
カ
所
に
配
備
し
訓
練

を
し
て
い
く
。

　
　
大
規
模
災
害
時
に
、
上
空
か

ら
見
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
と
自
主
防
災
組
織
の
訓
練

は
で
き
な
い
か
。

　
防
災
ヘ
リ
等
へ
の
視
覚
的
通
信

と
し
て
は
本
当
に
有
効
と
考
え
る
。

今
後
県
下
的
な
取
組
み
に
な
る
よ

う
提
起
し
て
い
く
。

　
　
町
内
産
木
材
を
活
用
し
町
内

の
建
築
業
者
等
に
住
宅
の
建
築
を

依
頼
す
る
場
合
、
助
成
措
置
を
講

じ
れ
ば
、
黒
潮
町
内
の
産
材
、
木

材
の
利
用
拡
大
を
促
進
し
、
林
業

の
継
続
的
な
発
展
と
建
築
に
伴
う

大
工
、
左
官
、
電
気
工
事
等
、
雇

用
の
促
進
が
図
ら
れ
る
と
思
う
が
、

そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
近
隣
市
町
村
で
は
、
一
戸
当
た

り
上
限
１
５
０
万
円
の
補
助
を
し

て
お
り
、
近
隣
市
町
村
の
利
用
状

況
や
、
林
業
関
係
者
、
森
林
組
合

と
協
議
し
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

問
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防
災
教
育
を
進
め
る
考
え
は

津
波
防
災
教
育
に
努
め
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